
執筆者

生四 祐子・・・・ ーー・…・・…・・文教大学国際学部教授

磯山甚一-一ー・・ー…・…・……文教大学文学部教授
太田恵理子...............一……・・…文教大学非常勤講師

加納陸人・・・・ -一・ーー…文教大学文学部教授
田口和夫ー・....・....・・・・文教大学名誉教授

竹井佐知子…………………......埼玉県立熊谷養護学校教諭

田辺武光………………………文教大学文学部教授
長谷川清一一.......................文教大学文学部教授

福島 一人一一一ーー・・・・・・一文教大学情報学部教授
前嶋 和弘・・H ・H ・....…・………・一文教大学人間科学部准教授

山本 卓一一一一一ーー……・・・・文教大学文学部教授
藤井仁奈.................… h ・..一文教大学非常勤講師

<編集後記〉

『言語と文化.121号が完成いたしました。本号は、多文
化理解特集号として多文化関連の論文5篇、その他の研究
論文4篇、それに研究ノート 2篇を掲載させていただき、
充実した内容となりました。執筆者の方々、また前号に続

き、ご多忙中英文タイトルと要約の校聞を快くお引き受け

くださった文学部英米語英米文学科のリチヤードA ロー
ガン先生に厚く御礼を申し上げます。

研究部の担当になっていつしか6年の歳月が経ちました。
これまでと同様、研究所スタッフ前浜葉子氏の協力を得て、

無事に特集号をお届けできたことをうれしく思います。

2008年は大学院言語文化研究科創設10周年の記念すべき

年で、記念行事として文芸評論家川村湊氏と本学元教授

土屋澄男氏を迎えて記念講演会を聞き、大きな話題を呼び

ました。『言語と文化』としてもこれを契機に、学術雑誌

としての質を高めつつ研究成果発表の場としてより多くの

方々の研究成果を世に送る努力をしていきたいと思います

ので、引き続き活発なご投稿をお待ちいたしているととも

に、ご意見、ご要望をお寄せくださるようよろしくお願い

申し上げます。

(蒋垂東)

文教大学大学院言語文化研究科付属言語文化研究所紀要 第21号

2009年3月15日発行

編 集 文教大学大学院言語文化研究科付属言語文化研究所

代表者磯山甚‘

事務室前i兵葉子

発 行 文教大学大学院言語文化研究科付属言語文化研究所

干343-8511埼末県越谷市南荻島3337

TEL 048(974)8811内線2600

印刷 コスモプリンツ株式会社


